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農耕地上壌に関する情報をWEB上で閲覧するシステムの公開

Publication of a Cultivated Soil lnventory Progranl on the NIAESは、bsite
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要約

私たちの地域の田畑には、どのような土壌が分布しているのかを WEB上で調べることがで

きるシステムを公開しました。このシステムでは誰でも土壌図と土壌の種類毎の写真やその性

質などを見ることができ、全国の農耕地土壌を調べることができます。

背景と目的

安全な食料の安定供給、地球温暖化の緩和、生物多様性の保全などの観点から土壌が有する

公益的機能に関心が集まつてきました。これまで当研究所が日本全国の土壌を研究して蓄積し

てきた土壌情報を体系化して一般に公開することで、農作物の栽培や施肥管理、研究開発、教

育活動等への寄与が期待されます。そこで、誰でも利用可能な土壌情報閲覧システムを公開し

ました。

成果の内容

1)土壌情報閲覧システム (httコ /www nlacs.a量怪Q運)に は、(i)土壌の分布が分かる情報と
してデジタル農耕地土壌図、(五 )土壌の種類毎の説明と土壌の写真や模式図 (土壌解説資料 )、

および(血 )土壌を現地で調査する際に記入する断面記載表と理化学性分析データ (土壌分類の

設定基準となる土壌断面データベース)を収録 しています (図 1)。

2)デジタル農耕地上壌図の縮尺は 1/5万であり、1992年および 2001年の農地分布に対応 し
た土壌図が収録されています (図 2)。 土壌図から誰でもクリックーつで全国各地の田畑に分布

する土壌の種類とその性質を調べることができるように、世界で初めて土壌図と土壌解説資料

とをリンクさせました。このため、田畑の土壌の種類をもとにした栽培や施肥管理への寄与が

期待されます。また、市町村単位での農業生産力評価、農耕地土壌の炭素貯留機能や水質浄化

機能の評価などといつた農業生産・地域環境の両側面での利活用が期待されます。

3)基準土壌断面データベースには全国 7115地点の調査情報が収録されています。簡単な操作

で見たい場所の土壌断面記載表を閲覧することができます (図 3)。 この基準土壌断面データベ

ースは、 (i)土壌の多面的機能の評価、(五 )大学等での土壌学の教育素材、(Ш )調査事業等で

土壌調査のための予備調査や調査地点選定等への利活用が期待されます。

4)デジタル農耕地土壌図を使って研究や教育に活用を希望される方は CDを配布 しますので
お問い合わせ下さい。

*農
業環境インベントリーセンター,**生態系計測研究領域

Natural Resources lnventory Center,  Ecosystem lnformatics E)ivision

インベ ン トリー,第 9号 ,p16-17(2011)

-16-



研究 トピックス :農耕地土壌に関する情報を WEB上で閲覧するシステムの公開

‐
薔 .

鰺蛛蜀抒は●1賭難轟罐
■

晰魏蝙菫.は‡

.  √をFi

二蘇1摯
r "騨
圭

・1ゞ‐                整量漫圭

薩涸炒壌辱骰贔
嘔漑董颯魃雉

籟軋漁

癬べ驀襄

図 1 土壌情報閲覧システムの内容
土壌情報閲覧システムは最新の農耕地上壌図

基準土壌断面に関するデータベース (右 )か
(左 )と 1953年から 73年 までに全国で集めた
ら成 ります。

図 2 農耕地土壊図閲覧ページ
土壌図から土壌解説資料が見られるため、誰でも自分の日畑の土壌を調べることができます。
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図3 基準土壌断面閲覧ページ
①調べたい土壌の種類を選択すると土壊調査実施地区が表示されます。

②調査地区を選択すると、その地区で行われた調査地点がリスト化され、各地点の土壌断面記載表

を見ることができます。

問い合わせ先

農業環境インベントリーセンター 高田裕介
電話 :029… 838…8235,E¨mail:yshir漬 o@affrc go jp
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